
2022年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）
2022年5月13日

上場会社名 株式会社アサヒペン 上場取引所 東

コード番号 4623 URL https://www.asahipen.jp

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 澤田耕吾

問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理本部長 （氏名） 石尾維英 TEL 06-6930-5018

定時株主総会開催予定日 2022年6月29日 配当支払開始予定日 2022年6月30日

有価証券報告書提出予定日 2022年6月29日

決算補足説明資料作成の有無 ： 無

決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 14,131 ― 841 ― 976 ― 1,003 ―

2021年3月期 15,845 15.1 1,020 55.3 1,129 45.0 633 20.6

（注）包括利益 2022年3月期　　754百万円 （―％） 2021年3月期　　1,331百万円 （372.5％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 260.37 ― 7.7 5.0 6.0

2021年3月期 157.67 ― 5.0 5.9 6.4

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 ―百万円 2021年3月期 ―百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値に
ついては、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 19,726 13,251 67.2 3,521.24

2021年3月期 19,666 12,935 65.8 3,355.54

（参考） 自己資本 2022年3月期 13,251百万円 2021年3月期 12,935百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値に
ついては、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 1,261 107 △541 4,386

2021年3月期 1,420 △1,055 △699 3,550

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― 25.00 ― 40.00 65.00 256 41.2 2.0

2022年3月期 ― 25.00 ― 30.00 55.00 210 21.1 1.6

2023年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

(注）2023年３月期の配当予想につきましては、現時点では未定としております。今後、連結業績予想の開示が可能となった時点で、速やかに公表いたしま
す。

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

　現時点では業績に影響を与える未確定な要素が多いため、業績予想を数値で示すことが困難な状況です。連結業績予想については、合理的に予測可
能となった時点で公表いたします。



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．12「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 4,623,000 株 2021年3月期 4,623,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 859,806 株 2021年3月期 767,935 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 3,855,465 株 2021年3月期 4,016,610 株

（参考）個別業績の概要

2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 10,543 ― 604 ― 804 ― 899 ―

2021年3月期 12,987 16.6 880 88.6 1,034 41.8 821 54.9

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期 233.43 ―

2021年3月期 204.42 ―

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を当事業年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値につい
ては、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前期増減率は記載しておりません。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 18,859 13,369 70.9 3,552.75

2021年3月期 18,939 13,158 69.5 3,413.37

（参考） 自己資本 2022年3月期 13,369百万円 2021年3月期 13,158百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を当事業年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値につい
ては、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

※決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用情勢や製造業が持ち直しの傾向にあり、また個人消費についても回

復の兆しがみられたものの、新型コロナウイルス感染症の再拡大や新たな変異株による感染拡大への懸念などに加

え、国際的な情勢不安の影響による原材料価格や輸送費等の高騰により、依然として景気の先行きは不透明な状況

で推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループにおいては、前期の巣ごもり消費による需要増の反動減に加え、夏季の天

候不順の影響が大きく、当連結会計年度の売上高は141億３千１百万円（前年同期は158億４千５百万円）となりま

した。

　利益面につきましては、売上高が減少したこと及び原材料価格の高騰の影響等により、営業利益は８億４千１百

万円（前年同期は10億２千万円）、経常利益は９億７千６百万円（前年同期は11億２千９百万円）となりました。

また、特別損益において、当社の遊休資産売却による固定資産売却益１億１千３百万円及び保有株式売却による投

資有価証券売却益１千７百万円を計上したこと、グループ子会社における減損損失計上額が３億５千２百万円減少

したことに加え、税金費用において、繰延税金資産の回収可能性について当社の分類の見直しを行ったことによ

り、法人税等調整額が２億１千４百万円減少し、親会社株主に帰属する当期純利益は、10億３百万円（前年同期は

６億３千３百万円）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から

適用しております。そのため、当連結会計年度における経営成績に関する説明は、前連結会計年度と比較しての増

減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しております。

　詳細は、「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載の

とおりであります。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

＜塗料事業＞

　当事業では、主に家庭塗料の売上が前期の新型コロナウイルス感染症の影響による需要増の反動減により、売上

高は82億７千２百万円（前年同期は95億１千４百万円）、セグメント利益は６億２千４百万円（前年同期は７億８

千６百万円）となりました。

＜ＤＩＹ用品事業＞

　当事業においても、前期の需要増の反動の影響を受け、売上高は57億７千１百万円（前年同期は62億６千３百万

円）、セグメント利益は１億８千１百万円（前年同期は２億７百万円）となりました。

＜その他＞

　その他の事業は、売上高は１億１千９百万円（前年同期は１億１千７百万円）、セグメント利益は３千６百万円

（前年同期は３千万円）となりました。

(2）当期の財政状態の概況

（資産）

　当連結会計年度末における資産合計は197億２千６百万円となり、前連結会計年度末に比べて５千９百万円増加

いたしました。これは主に現金及び預金の増加８億３千５百万円、受取手形及び売掛金の減少２億９千２百万円、

商品及び製品の増加１億４千４百万円、有形固定資産の減少２億２千７百万円、投資有価証券の減少５億７千１百

万円によるものです。

（負債）

　当連結会計年度末における負債合計は64億７千５百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億５千６百万円減

少いたしました。これは主に未払法人税等の増加２億３千４百万円、繰延税金負債の減少３億４千７百万円による

ものです。

（純資産）

　当連結会計年度末における純資産合計は132億５千１百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億１千５百万

円増加いたしました。これは主に利益剰余金の増加７億５千２百万円、自己株式の増加１億９千２百万円、その他

有価証券評価差額金の減少２億５千１百万円によるものです。この結果、自己資本比率は67.2％（前連結会計年度

末は65.8％）となりました。
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2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率（％） 65.5 66.6 66.1 65.8 67.2

時価ベースの

自己資本比率（％）
43.3 39.4 36.4 39.3 36.4

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年）
5.3 7.1 2.8 2.0 2.2

インタレスト・

カバレッジ・レシオ（倍）
28.9 35.2 107.5 173.2 154.0

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して８億

３千５百万円増加し、43億８千６百万円となりました。その主な要因につきましては以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は12億６千１百万円（前年同期比11.2％減）となりました。これは主に、税金等

調整前当期純利益11億５百万円、減価償却費３億２千３百万円、固定資産処分益１億１千３百万円、売上債権の減

少額２億９千３百万円及び棚卸資産の増加額１億７千８百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、得られた資金は１億７百万円（前年同期は10億５千５百万円の使用）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出２億１千３百万円、有形固定資産の売却による収入２億３百万円及び投資有価

証券の償還による収入１億円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は５億４千１百万円（前年同期比22.6％減）となりました。これは主に、自己株

式の取得による支出２億８千１百万円及び配当金の支払額２億５千１百万円によるものです。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。

(4）今後の見通し

　当社グループでは、新中期経営ビジョン「ＡＰ ＳＰＥＣ１８０」に掲げた基本方針のもと、新規事業としてペ

ット関連用品事業の子会社を取得するなど、企業価値の向上に向けた取り組みを進めております。しかしながら、

新型コロナウイルス感染症の長期化懸念や国際的な情勢不安等による原材料価格や物流費等の高騰など当社の事業

へ与える影響は不透明であり、厳しい経営環境が続くものと予想されます。

　次期の業績の見通しにつきましては、子会社の取得による連結業績に与える影響のほか、未確定な要素が多いた

め、現時点では業績予想を数値で示すことが困難な状況です。連結業績予想については、合理的に予測可能となっ

た時点で公表いたします。
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(5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社では、配当政策を経営上の最重点課題のひとつと認識しております。利益配分につきましては、業績の動向

や配当性向を考慮しつつ、将来の事業発展等を見据えた経営基盤の強化を総合的に勘案し、かつ安定配当の維持に

も配慮して決定することを基本方針としております。

　この基本方針に則り、当期の期末配当につきましては１株当たり30円とさせていただく予定であり、中間配当１

株当たり25円と合わせて、年間配当は55円となる予定です。

　次期の配当につきましては、利益配分に関する方針に変更はありませんが、現時点では連結業績の見通しがつか

ないため、配当予想につきましても未定としております。今後、連結業績予想の開示が可能となった時点で、速や

かに公表いたします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループの事業は、主に日本国内で行われており、企業間及び経年での比較可能性を確保するため、当面は日

本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,550,875 4,386,757

受取手形及び売掛金 2,841,764 -

受取手形 - 411,025

売掛金 - 2,138,654

電子記録債権 586,698 585,777

有価証券 100,692 199,971

商品及び製品 2,370,541 2,515,314

仕掛品 18,654 19,676

原材料及び貯蔵品 196,615 229,042

その他 103,052 149,785

貸倒引当金 △16,449 △11,373

流動資産合計 9,752,445 10,624,631

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,543,128 7,515,808

減価償却累計額 △5,160,118 △5,209,126

建物及び構築物（純額） 2,383,009 2,306,681

機械装置及び運搬具 2,219,989 2,229,300

減価償却累計額 △1,912,683 △1,947,465

機械装置及び運搬具（純額） 307,306 281,835

工具、器具及び備品 980,496 989,874

減価償却累計額 △853,493 △888,489

工具、器具及び備品（純額） 127,003 101,385

土地 3,453,752 3,378,253

リース資産 294,785 294,785

減価償却累計額 △194,845 △219,475

リース資産（純額） 99,939 75,310

有形固定資産合計 6,371,011 6,143,465

無形固定資産 249,268 240,027

投資その他の資産

投資有価証券 2,875,026 2,303,493

その他 439,135 434,231

貸倒引当金 △19,965 △19,695

投資その他の資産合計 3,294,197 2,718,029

固定資産合計 9,914,477 9,101,523

資産合計 19,666,922 19,726,155

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,270,521 1,171,924

電子記録債務 227,723 316,689

短期借入金 580,000 580,000

１年内返済予定の長期借入金 100,000 －

１年内償還予定の社債 500,000 500,000

リース債務 28,459 28,459

未払法人税等 61,536 295,828

未払消費税等 75,575 118,363

未払費用 411,223 331,446

賞与引当金 201,310 181,618

役員賞与引当金 40,000 40,000

返品調整引当金 23,932 －

その他 93,918 137,670

流動負債合計 3,614,200 3,702,000

固定負債

社債 1,500,000 1,500,000

長期借入金 100,000 200,000

リース債務 85,679 57,241

繰延税金負債 456,538 109,235

役員退職慰労引当金 80,238 7,665

退職給付に係る負債 839,707 845,149

その他 54,747 53,747

固定負債合計 3,116,911 2,773,040

負債合計 6,731,111 6,475,041

純資産の部

株主資本

資本金 5,869,017 5,869,017

資本剰余金 4,166,534 4,171,826

利益剰余金 3,062,983 3,815,007

自己株式 △1,350,376 △1,543,062

株主資本合計 11,748,159 12,312,788

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,194,416 943,050

退職給付に係る調整累計額 △6,765 △4,724

その他の包括利益累計額合計 1,187,651 938,325

純資産合計 12,935,811 13,251,114

負債純資産合計 19,666,922 19,726,155
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 15,845,204 14,131,592

売上原価 10,230,254 9,052,296

売上総利益 5,614,949 5,079,296

販売費及び一般管理費 4,594,252 4,237,880

営業利益 1,020,697 841,415

営業外収益

受取利息 2,596 2,355

仕入割引 42,551 32,843

受取配当金 44,200 49,902

受取地代家賃 69,991 69,434

太陽光売電収入 23,069 20,413

その他 8,435 31,313

営業外収益合計 190,845 206,263

営業外費用

支払利息 8,200 8,155

固定資産除却損 13,306 2,335

減価償却費 12,220 11,871

賃貸資産維持管理費 14,503 14,550

株主優待費用 9,325 9,471

その他 24,328 24,799

営業外費用合計 81,884 71,184

経常利益 1,129,658 976,493

特別利益

固定資産売却益 － 113,133

投資有価証券売却益 － 17,929

特別利益合計 － 131,062

特別損失

減損損失 353,914 1,879

特別損失合計 353,914 1,879

税金等調整前当期純利益 775,744 1,105,676

法人税、住民税及び事業税 165,349 339,183

法人税等調整額 △22,902 △237,364

法人税等合計 142,446 101,818

当期純利益 633,298 1,003,857

親会社株主に帰属する当期純利益 633,298 1,003,857

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益 633,298 1,003,857

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 690,263 △251,366

退職給付に係る調整額 8,409 2,040

その他の包括利益合計 698,672 △249,326

包括利益 1,331,970 754,531

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,331,970 754,531

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,869,017 4,166,534 2,654,390 △895,400 11,794,542

当期変動額

剰余金の配当 △224,704 △224,704

親会社株主に帰属する当期
純利益

633,298 633,298

自己株式の取得 △454,976 △454,976

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

－

当期変動額合計 － － 408,593 △454,976 △46,383

当期末残高 5,869,017 4,166,534 3,062,983 △1,350,376 11,748,159

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 504,153 △15,174 488,978 12,283,521

当期変動額

剰余金の配当 △224,704

親会社株主に帰属する当期
純利益

633,298

自己株式の取得 △454,976

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

690,263 8,409 698,672 698,672

当期変動額合計 690,263 8,409 698,672 652,289

当期末残高 1,194,416 △6,765 1,187,651 12,935,811

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,869,017 4,166,534 3,062,983 △1,350,376 11,748,159

当期変動額

剰余金の配当 △251,834 △251,834

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,003,857 1,003,857

自己株式の取得 △281,739 △281,739

自己株式の処分 5,292 89,053 94,346

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

－

当期変動額合計 － 5,292 752,023 △192,685 564,629

当期末残高 5,869,017 4,171,826 3,815,007 △1,543,062 12,312,788

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 1,194,416 △6,765 1,187,651 12,935,811

当期変動額

剰余金の配当 △251,834

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,003,857

自己株式の取得 △281,739

自己株式の処分 94,346

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△251,366 2,040 △249,326 △249,326

当期変動額合計 △251,366 2,040 △249,326 315,303

当期末残高 943,050 △4,724 938,325 13,251,114

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 775,744 1,105,676

減価償却費 254,857 323,695

社債発行費償却 － 7,039

減損損失 353,914 1,879

賞与引当金の増減額（△は減少） 103,806 △19,692

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 40,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,460 △4,643

返品調整引当金の増減額（△は減少） △764 △23,932

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △27,499 8,381

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,800 △72,573

株式報酬費用 － 90,338

固定資産処分損益（△は益） 226 △113,133

為替差損益（△は益） △81 △9,922

投資有価証券売却損益（△は益） 16 △17,929

受取利息及び受取配当金 △88,519 △51,442

支払利息 8,200 8,155

売上債権の増減額（△は増加） △134,899 293,610

棚卸資産の増減額（△は増加） 196,090 △178,221

仕入債務の増減額（△は減少） 16,582 △9,630

未払消費税等の増減額（△は減少） 18,170 30,807

その他 117,810 18,091

小計 1,641,915 1,386,553

利息及び配当金の受取額 89,755 52,515

利息の支払額 △8,201 △8,189

法人税等の支払額 △302,753 △169,865

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,420,716 1,261,015

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,127,655 △213,979

有形固定資産の売却による収入 4,702 203,635

投資有価証券の取得による支出 △106,051 △6,578

投資有価証券の売却による収入 2,263 33,743

投資有価証券の償還による収入 200,000 100,000

貸付けによる支出 － △500

貸付金の回収による収入 5,464 414

その他の固定資産の増減額（△は増加） △35,726 △14,380

投資その他の資産の増減額（△は増加） 1,611 4,663

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,055,389 107,018

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 －

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 － △100,000

社債の発行による収入 － 492,256

社債の償還による支出 － △500,000

自己株式の取得による支出 △454,976 △281,739

配当金の支払額 △224,488 △251,903

財務活動によるキャッシュ・フロー △699,465 △541,387

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11 9,235

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △334,149 835,881

現金及び現金同等物の期首残高 3,885,025 3,550,875

現金及び現金同等物の期末残高 3,550,875 4,386,757

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年６月29日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬としての自己株式50,642株の処分を行

っております。また、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく、2021年

11月15日の取締役の決議に基づき、自己株式141,800株の取得を行いました。この結果、当連結会計年度において、

資本剰余金が5,292千円増加し、自己株式が192,685千円増加したこと等により、当連結会計年度末において自己株式

が1,543,062千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。） 

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、返品と見込まれる製品又は商品の対価を除いた金額で収益を認識しています。

　さらに、返品と見込まれる製品又は商品については返金負債を認識し、返金負債の決済時に顧客から製品又は商

品を回収する権利について返品資産を認識しています。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項

に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認

識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方

法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契

約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当期連結会計年度の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい 

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これにより、その他有価証券のうち市場価格のある株

式については、従来、期末決算日前１ヶ月の市場価格の平均に基づく時価法を採用しておりましたが、当連結会計

年度より、期末決算日の市場価格に基づく時価法に変更しております。

　この結果、従来の方法に比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表において、投資有価証券が26,494千円、繰延

税金負債が8,102千円、その他有価証券評価差額金が18,392千円それぞれ増加しております。

（セグメント情報等）

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、主にＤＩＹ製品を取り扱っており、取り扱う製品・サービス別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開

しております。

　したがって、当社は、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「塗料事業」及び「ＤＩＹ用品事業」

の２つを報告セグメントとしております。

　「塗料事業」は、家庭用塗料、工業用塗料等の塗料に関係する製品・サービスを取り扱っております。「ＤＩＹ用

品事業」は塗料関係を除く家庭で使用される住宅メンテナンス用品、園芸用品等の製品・サービスを取り扱っており

ます。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,463,978 6,263,897 15,727,876 117,327 15,845,204

セグメント間の内部売上高又は

振替高
50,077 － 50,077 － 50,077

計 9,514,055 6,263,897 15,777,953 117,327 15,895,281

セグメント利益 786,338 207,990 994,328 30,213 1,024,541

セグメント資産 12,245,818 5,538,711 17,784,529 1,477,783 19,262,313

その他の項目

減価償却費 176,852 52,780 229,632 13,004 242,637

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
886,886 356,970 1,243,857 － 1,243,857

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 8,240,641 5,771,599 14,012,240 14,488 14,026,728

その他の収益 － － － 104,863 104,863

外部顧客への売上高 8,240,641 5,771,599 14,012,240 119,352 14,131,592

セグメント間の内部売上高又は

振替高
32,332 － 32,332 － 32,332

計 8,272,973 5,771,599 14,044,572 119,352 14,163,925

セグメント利益 624,253 181,525 805,778 36,571 842,349

セグメント資産 11,063,543 5,007,041 16,070,584 2,148,900 18,219,485

その他の項目

減価償却費 233,597 73,480 307,078 7,986 315,065

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
126,942 29,188 156,130 － 156,130

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自2020年４月１日 至2021年３月31日）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。

当連結会計年度（自2021年４月１日 至2022年３月31日）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。
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売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 15,777,953 14,044,572

「その他」の区分の売上高 117,327 119,352

セグメント間取引消去 △50,077 △32,332

連結財務諸表の売上高 15,845,204 14,131,592

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 994,328 805,778

「その他」の区分の利益 30,213 36,571

セグメント間取引消去 △3,844 △934

連結財務諸表の営業利益 1,020,697 841,415

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 17,784,529 16,070,584

「その他」の区分の資産 1,477,783 2,148,900

全社資産（注） 404,609 327,753

連結財務諸表の資産合計 19,666,922 18,547,239

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

減価償却費 229,632 307,078 13,004 7,986 12,220 10,824 254,857 325,889

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

1,243,857 156,130 － － 4,557 △492 1,248,415 155,638

　４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない賃貸施設等であります。

（単位：千円）

（注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、主に賃貸施設の設備投資額であります。

　５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

報告セグメントに配分されていない減損損失は353,914千円であり、その内訳は、建物付属設備10,321千円、

構築物1,076千円、土地342,516千円であります。

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

報告セグメントに配分されていない減損損失は1,879千円であります。

　６．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会

計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

なお、当該変更による影響は軽微であります。
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前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり純資産 3,355円54銭 3,521円24銭

１株当たり当期純利益 157円67銭 260円37銭

前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 633,298 1,003,857

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（千円）
633,298 1,003,857

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,016 3,855

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

（株式取得による子会社化）
　当社は、2022年４月21日開催の取締役会において、株式会社ザ・ペットの株式を取得し、子会社化することを
決議いたしました。当該相手方が保有する株式会社ザ・ペットの発行済株式数の全て（400株）を譲り受け、株
式譲渡実行日である2022年４月27日に株式会社ザ・ペットを当社の子会社といたしました。

１．株式取得の理由
　当社は、2022年３月期を初年度とする新中期経営ビジョン”ＡＰ ＳＰＥＣ１８０”において、10年後の連結売
上高250億円を掲げており、その目標達成に向けてＡＰ ＳＰＥＣ１８０の基本方針のひとつである既存事業の枠
にこだわらない新規事業への積極的な取組みを推進しております。
　株式会社ザ・ペットは、「ペットフード・ペット用品」に関連する専門店向けの独自の販売チャネルを持って
おり、同社及び当社グループの有するノウハウ、ネットワーク、インフラ等を相互に活用することによる相乗効
果により、新たな事業の柱として当社グループの事業基盤の拡大・強化を図れるものと考え、この度、同社の株
式を取得し子会社化いたしました。

２．取得した会社の概要
（１）　名称

株式会社ザ・ペット
（２）　代表者の役職・氏名

代表取締役 塩田 博
（３）　事業内容

ペットフード、ペット用品総合卸売業
（４）　資本金

20百万円
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